
の

とカリキュラムを考える一一

2002 （平成14)

と

フォーラム・

フォーラムのサテライト＠フォーラムとして、

より、 6ヶ国より いて

とカリキュラムを考える

り、夕方にはレがS丹206に関かれた。前日の8月訪日午後には、

セプションが持たれた。

以下は、フォーラム していただいた6人の方々にお礼

申し上げる。

（間入

れた苅谷教授の論稿を除き

日

によるが、日 さ

ある。

なお、こ

も援助を得た。付記し

フォーラム開器については、

しfこし王。

から

フォーラ 今津孝次郎）

である。そこで、こ

ダ＠アメリカ＠日本）から

を相互に交換して、

〔趣皆と自的）

めぐって論じられている、

教師のためのIT教育といっ

フォーラムでは、

な研究者を招き、

るい

＠タイ＠カナ

、3
3
し
u

‘

はかりつつ、日本の教育改革の方向性について検討するO

－（ブ哲グラム）－

〔日時〕 2002年6月20日（木） 10 : 00～17 : 00 

〔会場〕名吉軍大学 シンポジオン＠ホール

＠入場無料 e同時通訳付）

午前の部

10 : 00 -10 : 15 開会式

10 : 15 -12 : 00 
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1.中国：王英茶（北京師範大学教授〉

「学校における子どもの学背負担の軽減：中国学校改革の永遠のテーマJ

2.韓国：権大鳳（高麗大学教授）

「韓国中等教育の戦略的グローパル化」

3. タイ：パイトゥーン＠シンララート（チュラロンコーン大学教授）

「タイの中等教育：問題解決手段としての学校教育制度カリキュラムとその発展的

展望J

12: 00-13: 30 休憩

午後の部

13 : 30-15 : 15 各国報告

4. カナダ：クライブ＠ベック（トロント大学教育大学院教授）

「カナダの高等学校における生徒の参画J

5. 日本：苅谷間彦（東京大学大学院教授）

「『試験地獄』からの脱出がもたらすアイロニー：教育改革と 8本の中＠高生の努

力＠学業成績の低下J

6. アメリカ：ノプオ.K.シマハラ（ラトガーズ大学名誉教授）

「アメリカにおけるチャータースクールと日本の学校改革への影響J

15 : 15-15 : 30 休憩

15 : 30 -1 7 : 00 総合討論

17 : 00 

会〕馬越 徹（名古屋大学大学院教育発達科学研究科教授）

高井二次郎（名古屋大学大学院教育発達科学研究科助教授）

〔総合司会〕石川久美（名古屋大学教育学部附属中＠高等学校教諭）

仲田恵子（名古屋大学教育学部附属中＠高等学校教諭）

（招待講演者紹介）（講演！頓＠敬称略）

中国：王英系 Yingjie明Tang

＜主要著作＞

北京師範大学国際比較教育研究所教授。教育学博士。スタンフォード大客員教授

(1980-1982）、ベルモント大客員教授（1988-1989）、ハーバード大フノレプライ

ト研究員 (1991-1992）。マカオ大教育学部長 (1993-1995）、北京師範大学副総

長（1995-1999）。

研究領域：比較教育及び教育政策分析。

Americαn Higher Educαtion Reforms αnd Development, People’s Education Press, 1993. 
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Implementing Bαsic Educαtion in Chinαp co-author, IIEP of UNESCO, 1994. 

Americαn Educαtion, People’s Education Press, 2001. 

“おむldingthe W or 1ιclass University in a Developing Country", Uniuersαls, Uniqueness, 

αnd Cooperαtion Asia P，αcific Educαtion Review, Vol.2, No.2, 2001. 

アメリカ＠ミシガ

Educαtion in Industry, Moonumsa, 1998. 

Globalized Human Resources, Pakyoungsa, 1998. 

Adult Teαching Methodology, Hakjisa, 1999. 

、およ おけるグローパル化。

Compαring US, UK，αnd Germαny on Occupαtionαf Educαtionαnd Workplace Continuing 

Educαtion, Hakjisa, 2001. 

Five Fields of Lifelong Educαtion, Hakjisa, 2001. 

タイ：パイトゥーン＠シンララート Paitoon Sinlar拭

チュラロンコーン大学教育学部長。アメリ：カ＠ピッツパー

Need for Reinventing Thai Educαtion System 

For the leαdership of Thαi Teαcher Educαtion 

Bαsic Policy for Educαtion in Thαiland 

ンター顧問 (1998-2000）。

Higher Educαtion in Thailand: Critical Perspectives, Text book and Academic Ducument 

Center, faculty of ducation, Chulalongkornむniversity.
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カナダ：クライブ＠ベック Clive Beck 

＜主要著作＞

トロント大学オンタリオ教育大学院（OISE/UT）カリキュラム＠教授 z学習

学科教授。同教育大学説主任。教授領域：反省的実践、学校改革、学校と社会に

関する教員養成コースO 前＠北アメリカ教育社会哲学会会長。日本、中国にて旅

行、講演の経験があるO

研究領域：コーホートに基づく調査を重視したプログラムに比重を置いた教師教

。教師教育研究の一環として、学校訪問も行っているO

Educαtionαl Philosophy αnd Theory, 1974. 

Better Schools 1990. 

Leαrning to Live the Good Life, 1993. 

日本：苅谷間彦 Takehiko Kariya 

東京大学大学院教育学研究科教授。 1988年ノースウエスタン大学にて博士号取得

（社会学〉。

研究領域：教育と

（日本語による著書は10冊以上にのぼる）

MαS小EducαtionSociety, 1995. 

学校から労働の場への移行、教育改革。

Educαtion in Crisis αnd Strαtified Jαpαn, 2001. 

The Illusion of EducαtionαJ Reform, 2002. 

（英語による論文は以下の雑誌に収録されている）

Americαn JournαJ of Sociology 

Sociology of Educαtion 

Americαn Joumαl of Educαtion 
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アメザカ：／ブオ e シマハラ

うトガース

Theodore Brameld 

：アメ ＇）カと吾

間obuo亙.Shimahara 

治対ト止＇！， o'tl出店 1967年、ポストン にで

2002年、

と る

Leαming to Teach in Two Cultures :Japan and the United States, (with Sakai), 1995. 

Politics of Classroom Life (editor and co-author), 1998. 

Teaching in Jαpαn: A Cultural Perspective, 2002. 
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